
史料1 鎌倉時代の瓜連 ,,

正安3年(l301)三月三日付関東下知状 (鹿島神富文書)

鹿嶋社権1蘭宜実則子息大1爾宣則氏申、常陸国大窪郷内塩片倉村田五町・在家五宇事

右郷者、右大将家、元暦元年於当社為不断大般若転読御寄進之最初、義祖1蘭宜大夫則親拝

領以降、至亡父実則五代相伝知行無相違、而大大償正坊忠源,以件田・在家為新平三郎左

衛門尉盛貞跡拝領之由申之、 盛貞非地頭、 又無名主之機、 但f富沙:tt:人称R1限三ヶ年所買

得也、若令寄附彼証文戴、依之難被没収之由、則氏依申之、(中略)当郷社領之条、代々御

下知分明也、於正応没収之地者、人領尚以就理非被裁許、況神顯離及事可被売行当給人者、

依鎌倉殿仰、下知如件、

正安三年三月三日

陸奧守平朝臣(花押)(北条宣時)

相模守平朝臣(花押)(北条貞時)

某書状(「金沢文庫古文書」)

逐言上、

円順房上治之時、表仰候之処、久裁西政所逐電之間、替物なとの事、不能催役、空帰寺け

る旨示給候之間、信州禅門方尋申候者、努々無其儀、何様楚勿義覚候よし被仰候上、此間

彼代官方より、連々申通候、所詮当所去年年貢分ハ、悉以休済候了、別足を可付申候旨、

被其子細、定房主より被令申給候效、何様連々可致催促候也、

某書状(「金沢文庫古文書」)

昨日自久基西下部到来仕候、 当郷之代官等、 無別事候之由申候、 但近日合戦事候けるに、

彼代官之親類少々討死候之由申候、 於郷内は無子細候、 依目(後欠)

正宗寺蔵「諸家系図(北条)」(東京大学史料編集所a警写本)

時 頼 一 時°W一 貞 国(重通a前入道)元弘三自害

湛容替用途請取状土代( 「金沢古文書」 )

「 (y) クマノ谷 惣九貫文之内、三貫文ハ已請取之、

所残六貫文是 彦 部 能 室 方 よ り

請取 替用途事

本
ロ

右、自京都御替用

暦応四年十月
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「 羽生 惣二十五買文之内、五貫巳請取之、所残二十貫文、是信州禅門分、

久基西 四十貫文、是ハ光摂寺分常住、十五貫文之内、九貫五百文ハ已請取之、所残

五貫五百文、是ハ信州禅門」

史料2 瓜連合戦

延元元年(的30五月四日付佐竹幸乙丸代某着到状 吉田業王院文書

着到 常陸国

右、佐竹幸乙丸代云、入野七郎次郎ロロ口ロ助房、自今年去建武三二月二五日至于今、馳

維常口(陸)口(国)久基那重速左近蔵人正家之精、 及合戦之口口遅参仕候也、 仍着到如件」

建武三年(延元元)年八月日付伊資座光章忠状 :販野八●t富文書

目安

伊賀式部三郞盛光軍忠事、

右八月廿二日、建武三、常陸國寄1f速城處仁、御敵小田宮内少補井腐橋修理亮以下凶徒同

國馳向花芳C房)山大方河原之間、 致合戰忠節候畢、 此條觸手大将佐竹奥次郎義高披見知者也、

仍被加一見、 為備後證目安言上如件、

建武参年八月日

一見了(佐竹義篇花押)」

建武四年(延元二)五月日付伊資醒光章忠状 最野家文書

ー、建武二年十一 月二日、依佐馬守殿御教書井佐竹上総入道々源催促、 同十二月廿四日、

1at参常陸国佐竹構畢、

ー、 同三年七月廿二日、 馳参常陸国武生城之畢、

ー、 同年八月廿二日、 同国久慈西郡寄在速城之処、 馳向御敵小田宮内少輸井広橋修理亮以

下凶徒等之間、 抽軍忠畢、

ー、同年十二月十日、同国久慈西郡寄;置連城之処、馳向同凶徒等之間、同東郡岩出河原合

戦、致軍忠、分取頸二、同十一日、打務]置:違城畢」

史 料 3  常福寺が瓜連へ

聖冏西蓮社了誉譲状 常福寺文書

瓜連草地常福寺別當口[職]事

右當寺者、 iil・喜a寄進地、先師了実開山a也、然今付属弟子了智房之盧也、守先規可致御

祈祷精誠之者也、兼亦退心入滅之後者、可令相継弟子聖紀房、仍副二傳譲状如件

応永廿二年(一四一五)乙未八月二二日

西蓮社了誉
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聖間西蓮社了誉書状写 常福寺文書

常麗a,ll、:峯西瓜連草地常福寺々領a寄進状之事者、延文三年成成一二月七日i事書 l1( 0大(院

事il0 )守于時右馬権頭源義第算判也、 然お去嘉慶二戊辰二月二一日宿中無残所焼失之刻、

依流火彼堂炎上之時、御寄進状[( 0井(脱字)]0 )坊敷・田畠坪付等、悉以粉失畢。(中略)

三月六日 西蓮社了誉在判

進上 稲 木 殿 御 奉 行 所

史料4 常福寺の荒廃

聖聰大蓮社西誉書状寫 常福寺文書

一日大野へ御越候けるよし、今度承候、 ゑんてん時分勿體なく存候、(中略)又常福寺のなり

ゆき候ありさま、 くハしく物かたり申たく候へとも、武州へいそく子細候間、大野よりま

かり上候、今度不入見参候之條、心もとなく存候、又御状のおもて常福寺=悦喜申され候、

御茶事ハ無子細御よろこひ候、 上方はいまた阿弥陀山に御座候、 う りっらの事は中々しか

のふしととなり候、人民更に不m候、まして信坊・理道・●家、管他口流被の事二候、(中

略)

横曽根学頭進候 大野西誉

史料5 瓜連の再城郭化

f野光降章患状 般野八●f官文書

岩城飯野式部大輸入道光清[隆]申軍忠事

右、佐竹凶徒可令退治旨、岩城・ 岩崎江下預御教書之間、 両郡一族才、 今月十日國於罷立、

同十五日依友連参障仕候、 長倉常陸介降参仕候訖、 又与類山縣三河入道城馳向、 同廿四日

致拔骨責候之間、光清家子・家人数輩被疵候、此段小野崎安芸方所見分明也、所詮此段達

上聞、御感御判下給、備後識存者也、若此條僞申候者、八幡大書御罰於可罷蒙候、 仍日安

言上如件、

応永廿四年 (一四一七)卯月廿六日

承了 足利持氏花押」

石川氏文書 影考館所蔵本

去二月七日・四月廿四日、於常州構精致戦功之條、尤以神妙、向後弥可抽忠節之状如件、

応永廿四年七月廿日

石河左近将監殿 足利持氏花押

秋国構1家蔵文書 一九城下語士文書九二方八右lf円重英

就此度忠節、官途造之候、恐々謹言、
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